
                                

 

                                                          

  
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 体育科授業において，多様な運動を経験することを通して，児童の巧緻性を育成する。 

○ 体育的行事を通して，体を動かす楽しさを味わわせ，運動好きな児童を育成する。 

○ 外遊びを定着させることで一日の運動量を確保し，健やかな体をつくる。 

○ 新体力テストの全国平均を上回る項目数を前年度より増やす。 

 

 東広島市立西条小学校  

 

児童生徒の実態や体力・運動能力調査等
から明らかになった課題 

 

達成目標 

 
 

 

・市中心部にある大規模校で，児童数 1000

人を超えている。 

・運動場はプレハブ校舎が建てられて若干 

 狭くはなってはいるが，運動するには十分

な広さである。しかし，全校児童が同時に

外遊びをするには狭い。 

 

学 校 の 状 況 
 

 

① 体育科での取組 （体力つくり推進リーダーを中心に学級担任へと拡げる） 
・ 体つくり運動の授業を中心に，日頃経験しない動きを意図的に行わせるようにし，基礎的な運動感

覚を身に付けさせる。 
 
② クラスマッチの開催  

・ 「高台カップドッジボール大会（第１回クラスマッチ）」低・中・高の発達段階に応じてドッジボー
ルの内容を工夫し，体育委員会で啓発・準備等を行い，目標をもってボールを投げる力が向上する
ようにする。 

・ 「なわとび大会（第２回クラスマッチ）」低・中・高の発達段階に応じて内容を工夫する。 
 
③ 外遊び推奨の取組（保健・安全・給食部で組織的に行う） 

・ 朝時間を活用した外遊びの時間の確保や安全な遊び場の設置，遊具等の充実など，全児童に運動量
を確保するための取組を組織的に行う。 

 

④ 食教育の推進（栄養教諭を中心に校内に拡げる） 
・ 食事や睡眠を中心に自分の生活習慣を見直すことを通して，自分の健康実態に関心をもたせるよう

にする。 

・ 年１回の食育授業や学級懇談会で食育を話題にすることなどを行い，生活を改善するための保護者
への啓発を積極的に行う。 

 

 

・外遊び児童数は約610人である。 

 

・クラスマッチに向けて，練習する時期は外

遊び児童数は800人以上である。 

 

・朝食をとっていない児童の割合は，11％で

ある。 

児童生徒の運動・生活習慣の実態 

男子 

・「５０ｍ走」「ボール投げ」において，県平均

かつ全国平均を下回っている学年が多い。 

 

女子 

・「５０ｍ走」「ボール投げ」において，県平均

かつ全国平均を下回っている学年が多い。 

 

・女子の記録が県平均かつ全国平均を下回る種

目が多い。 

広島県体力・運動能力，運動習慣等
調査結果との比較から 

取組事項 

 

 

・ 生活の中で，放課後に運動部に所属し，十

分に体を動かしている児童と習い事でほと

んど体を動かしていない児童とに分かれて

いる二極化の傾向がある。 

 

・ 児童に運動時間や運動量を確保させるため

に，体育の時間において運動量を確保した

り，休憩時間で外遊びを推奨する工夫をし

たりする必要がある。 

 

・ 児童に家庭でも運動をさせるために，体育

的な家庭学習を出すなど，生活の中に運動

する時間を計画的に位置付けることが大切

である。 

 

・ 運動の苦手な児童が意欲的に運動できる場

や活動の工夫が必要である。 

 

・ 朝食をとらずにいる児童の割合が大きい。

家庭や栄養教諭と連携し，啓発を積極的に

行う必要がある。  

 

・ 体力つくり推進リーダーを責任者とした「体力アップ推進チーム」を構成する。メンバーは，保健主事，体

力つくり推進リーダー，養護教諭，各学年からそれぞれ１名ずつの約10名で構成する。 

・ 学年の体育科担当者は，体力つくり推進リーダーに授業内容を相談し，場の設定や運動の仕方などについて

連携を行う。 

体 制 

 

 

・ 日常的に体を動かし，運動が好きな児童が増える。 

・ 外遊びが活発になり，運動量が確保されて児童の体力向上につながる。 

・ 体を動かす時間の増加により，十分な睡眠時間が確保できたり，食事を摂取することの促進も期待でき

たりして，生活習慣の見直しにつながる。 

・ ボール投げの記録の向上や体の柔軟性の向上が期待できる。 

期待される効果 



 

 

 

                   ～３月     ４月      ５月          ６月       ７・８月     ９月        10月      11月      12月 

          

【体育科・保健体育科】          

【教科外】          

【日常生活等】          

【家庭・地域との連携】          

 

 

結果分析・計画立案       計画に基づき実施 
新体力テストの実施 
結果分析 

Plan 

評価 

見直し・次年度の計画 

Do Check Action Check 

見直しと改善計画の立案 

計画に基づき実施 

Plan Do Action 

○ 体育科授業において，多様な運動を経験することを通して，児童の巧緻性を育成する。 

○ 体育的行事を通して，体を動かす楽しさを味わわせ，運動好きな児童を育成する。 

○ 外遊びを定着させることで一日の運動量を確保し，健やかな体をつくる。 

○ 新体力テストの全国平均を上回る項目数を前年度より増やす。 

○ 多様な運動をすることを通して，運動に親しむことができる児童を増やす。 

○ 新体力テストの全国平均を上回る項目を前年度より増やす。 

達成目標 

 東広島市立西条小学校  

体つくり運動系 

体つくり運動系 

 体つくり運動系 

ボール運動系 

水泳運動系 

高台カップ 

ドッジボール大会 

「食教育の推進」 「夏休み体力も

りもり大作戦」 

 

「冬休み体力も

りもり大作戦」 

「規則正しい生

活」の推進 

食事や睡眠を中心に自分の生活習慣を見直

すことを通して自分の健康実態に関心をも

たせるようにする。 

夏季休業中に家庭での取組がされ

るように働きかけをする。また，日

常生活の運動や遊びの様子につい

て保護者に知らせる。 

夏を元気にすごす

ための啓発運動 

冬を元気に過ご

すための啓発運

動 

年間を通して，昼休憩最後の３分

間を「ランランタイム」として，

全校児童で「走」につながる運動

遊びを行う。 

 

運動の苦手な児童のために，体ほぐし

の運動を積極的に取り入れ運動する楽

しさを味わわせる。 

高台持久走大会 

夏期休業中の生活を振り返

り，熱中症予防など，健康な

生活の仕方を啓発する。 

 

保健だよりの中で，睡眠や食事の重

要性や体の成長への影響について保

護者へ知らせ，１年間の取り組みや

運動会に向けての理解や協力をして

もらう。 

冬季休業中に家庭での取組がさ

れるように働きかけをする。ま

た，体力向上にかかわる変化に

ついて保護者に知らせる。 

 

休憩時間を活用した外遊び推奨の取組 

運動量確保のために，年間を通して外遊びを推奨す

る。縄跳び，鉄棒，ドッジボールなど，季節に適し

た遊びを紹介する。 

体つくり運動系 

器械運動系 

各学年で開催日時

を決めて取り組

む。 

縄跳び大会 
帯時間を利用した

マラソンタイム 

基礎体力作り 

運動会，新体力テストに向けた各

学年での取り組みや，１年間を見

通した基礎的な体力を養う。 

インフルエンザや風邪，ウイ

ルス性胃腸炎など，様々な病

気から体を守り，健康な生活

の仕方を啓発する。 

 

「体力アップ推進チーム」で，

各学年の場の設定や運動の仕方

などについて交流し，授業つく

りに生かすようにする。 


